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高度化計画2030におけるKHKの５つの役割に対するKHKの活動

大分類 中分類 小分類 アクションプランの項目 KHKの活動

事故
対策

消費者
起因事
故対策

ガスの漏えい
による爆発
または火災事
故防止対策

周知等による
保安意識の向上 ①ＬＰガス保安情報説明会等による情

報提供
②ＬＰガス安全委員会による消費者、
販売事業者等への周知・啓発CO中毒事故

防止対策

業務用施設等に対す
る安全意識の向上の
ための周知・啓発

保安基盤

保安管理
体制

長期人材育成を
踏まえた保安教育
の確実な実施

③各種講習の実施、教育用の書籍作成、
頒布等による保安教育の支援

自主的な基準の
維持・運用

④LPガス設備、器具等に関するKHK自
主基準の作成、頒布

スマート保安
の推進

スマートメーター・
集中監視等を利用
した保安の高度化

⑤ガス漏れ警報器の自主検定の実施等
による保安確保
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KHKの活動① ＬＰガス保安情報説明会等による情報提供

●ＬＰガス保安情報説明会による情報提供

対象：販売事業者、ガス機器メーカ、関係団体、自治体等

➢近年の事故統計 及び事故傾向

➢雪害事故の事故概要 及び対策

➢保安業務告示の改正内容 ほか

●その他の説明会等によるLPガス事故情報等の提供

➢ＣＯ中毒事故連絡会議（METI主催）にてＣＯ中毒事故情報

➢茨城県保安講習会の8会場、民間企業1社にて講演（2022年度）

➢依頼に応じて、各種講習会、機関誌への

投稿等、事故情報等の提供を実施予定
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KHKの活動① ＬＰガス保安情報説明会等による情報提供

（参考）愛知県豊田市で発生した移動中のLPガス容器の
爆発火災事故とKHKの対応

１．発生日時：２０２２年９月２８日
午前５時４０分

２．場 所 ：愛知県豊田市内（豊田ＪＣＴ）
３．概 要 ：ＬＰガス容器を積載した車両が、

走行中に急ブレーキ
荷崩れを起こし、容器が路上に散乱
火災・爆発が発生

４．人的被害：死者１名、負傷者２名
物的損傷：LPガスの積載車両を含む3台焼損

容器１９本が破裂
５．KHKの事故調査活動：

９月２９日・３０日現地に３名入
焼損車両・破裂容器等の調査実施
結果を、経済産業省へ報告

６．周 知 ：KHKウェブサイトにて注意喚起のほか
(公社)全日本トラック協会、各地域防災協議会へ通知

豊田JCT

伊勢湾岸道

東名高速

名古屋市
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KHKの活動②
LPガス安全委員会による消費者、販売事業者等への周知・啓発

⚫ＬＰガス安全委員会(事務局ＫＨＫ)による周知、啓発

組織構成：ＬＰガス業界、消費者団体、行政等

➢ＬＰガス消費者保安推進大会の開催(販売事業者等の表彰含)

➢ガス使用時の注意事項をまとめたパンフレットを作成・配布

➢２０２２年度は、新たに水害時、雪害時の注意事項をまとめた
パンフレットを作成・配布

「水害時LPガス保安ガイド」 「雪害対応LPガス保安ガイド」
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KHKの活動③
各種講習の実施、教育用の書籍作成、頒布等による保安教育の支援

⚫法定資格講習、法定義務講習等の実施

➢液化石油ガス法に基づく１２種の講習実施
（２０２２年度受講予定：約４万６千人）

➢オンライン講習を２０２２年度から開始

２０２４年度までに全てオンライン講習へ
移行予定（2種類の技能実習が必要な講習を除く。）

⚫LPガス販売事業者用保安教育指針の改訂

➢液石法の規定に基づき、本指針を制定

➢２０２２年は、災害想定による対応準備等
について指針に追記
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KHKの活動④
LPガス設備、器具等に関するKHK自主基準の作成、頒布

⚫ＫＨＫのＬＰガスに係る自主基準について

➢ＬＰガスに関する３８の自主基準を作成
うち１４基準は、通達、例示基準に引用

➢このうち、「バルク貯槽の告示検査等に関する基準」ほか１基準につ
いて、２０２２年１２月の告示改正に合わせて改正

➢２０２２年度は３８基準中、３基準について、見直し中
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KHKの活動④
LPガス設備、器具等に関するKHK自主基準の作成、頒布

（参考）ＬＰガスタンクローリの一斉点検

事故防止委員会（ＫＨＫが事務局）：昭和４６年に組織

➢目 的：自主点検による、タンクローリの運行中の保安確保

➢基地等で自主点検実施 ⇒ 確認後、ステッカーの交付

➢点検件数：４，０８５台（２０２１年度実績）

ＬＰガスタンクローリ点検要領（左：表紙）
と、記載内容の例（右：安全弁の点検方法）

整備済みステッカー
(2021年度)

充てん設備タンクローリ



9

KHKの活動⑤ガス警報器の自主検定の実施による保安確保

⚫ガス漏れ警報器等の検定について

➢ＬＰガス用ガス漏れ警報器、ＣＯ警報器の自主検定を実施

➢２０２２年度は約２５０万個を予定。検定カバー率１００％

⚫マイコンメータに係る自主基準の整備

➢７基準のうち２基準を廃止、残りの５基準は
１基準に統合整備中


